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要旨
　保健活動の現場における看護学生の学習過程について、看護学生の地域看護学の臨地実習経験
から、保健師活動の特性に関する看護学生の理解を促す実習指導保健師の関わりの過程を明らか
にすることを試みた。4年制A看護大学の看護学生 10名に対して、保健師活動の特性を理解する
ことができたと実感した場面と、その場面における実習指導保健師の指導や関わりについて半構
成的インタビューを行い、修正版グランウンデッド・セオリー法を用いて分析した。
　その結果、看護学生に対して実習指導保健師は、保健活動の場を構成している保健師や住民、
関係者の中に看護学生を参加させることを促して、保健活動の≪輪に入れる≫ことを行っていた。
更に、保健活動を看護学生に体験させる中で、保健師が捉えた看護の対象像や、保健活動実践上
の困難や課題を学生と共有できるような働きかけを行っていることが示唆された。
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Ⅰ　緒　言

　近年、わが国における保健師の養成は、4
年制看護系大学にて看護師と保健師の養成課
程を合わせた「保健師・看護師統合カリキュ
ラム」によって行われることが主流となって
いる。4年制看護系大学における保健師の専
門教育は、主に地域看護学分野で行われてい
るが、その教育は、1年課程の保健師養成学
校に比べて、保健師に特化した講義や演習、
現場実習時間が少ないこと等から、保健師の
専門性や技能の習得に問題があるとされてい
る。
1，2）

このことから、4年制看護系大学におけ
る保健師教育の充実は喫緊の課題となってお
り、特に、地域看護学の現場実習の充実が求
められている。
　4年制看護系大学の地域看護学の現場実習
は、病院等における医療機関での臨床実習と
は異なり、地域住民への家庭訪問や、住民の
ボランティアやグループ活動への参加、市町
村や保健所の保健福祉活動（以下、保健活動
と略す）への参加等、地域に暮らす多様な人々
の暮らしの中で展開される。学生は、その複
雑な人々の暮らしの営みの中に、看護学生と
して参加し、実習指導者である保健師の指導
や支援を受けながら、保健師の専門性や技能
の理解を深めていく。こうした現場実習での
学習の成果については、実習終了後のレポー
トや、学生、または、教員の実習評価を記述
した実習記録から、学生が獲得した学習内容
を分析対象とした研究が多く、それらの研究
では、保健師の専門性や特定の技術を「知識」
「技術」として習得できたか否かに焦点があて
られている。

3～5）

しかし、現場実習の場である複
雑な暮らしの中で、看護学生が実習指導保健
師からどのような指導や支援を受けて保健師
の専門性や技能を習得していくのか、看護学
生と実習指導保健師で営まれる学習のプロセ
スに着目した研究は、地域看護学分野では少
ない。

　そこで、4年制看護系大学における保健師
教育に関する現場実習を充実させるために、
４年制看護系大学の看護学生が、地域看護学
の現場実習の中で、保健師活動の特性を理解
した場面において、学生を直接的に指導する
実習指導保健師が、学生に対してどのような
「関わり」（指導・支援）を行っていたのか、
その「関わり」の過程を、学習の主体である
看護学生の視点から明らかにすることを本研
究の目的とした。

Ⅱ　研究方法

　本研究は、帰納的アプローチによる質的記
述的研究方法とした。

１　研究対象
　４年制のA看護大学にて2007年もしくは
2008年に行われた地域看護学実習を終了した
看護学生10名を対象とした。

２　データ収集方法
　対象学生が地域看護学実習を終了した２～
14ヵ月後に、研究者１名対対象学生１名で、
50分から70分程度の半構成的なインタビュー
を個室にて実施した。インタビューは、2008
年10月から11月に行った。
　インタビューでは、対象学生が保健師活動
の特性を理解することができたと実感した場
面を想起してもらい、その場面における学生
や保健師、住民や活動の関係者の様子、学生
に対する実習指導保健師の関わり（指導・支援）
を具体的に語ってもらった。
　インタビュー内容は、音声録音機器にて録
音し、その後、録音内容の逐語録を作成した。

３　データ分析方法
　修正版グラウンデッド・セオリー法

6）

を使用
した。具体的には、インタビューの逐語録から、
対象学生が保健師活動の特性を理解すること
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ができたと実感した場面を特定して、その場
面における実習指導保健師の「関わり」に該
当する文脈を抽出してデータとした。そして、
抽出した各データを解釈しながら、実習指導
保健師の「関わり」に関する概念を作成した。
更に、作成した概念を用いて、実習指導保健
師の看護学生に対する「関わり」の過程につ
いて構造化を試みた。
　これらの分析過程において、抽出したデー
タ、および、その概念化・構造化は、研究者
間で検討して修正を繰り返して、分析の信頼
性・妥当性を高める努力を行った。

４　倫理的配慮
　本研究は、対象学生の所属大学の看護教育
責任者の許可を得た上で実施した。
　対象学生へは、本研究の目的・方法、および、
研究協力の辞退によって不利益が生じないこ
と、インタビュー内容は成績や今後の学習に
不利になることはないこと、収集したデータ
は研究目的以外には使用せず研究者のみが厳
重に管理すること、逐語録は個人が特定され
るおそれのある記述はアルファベットを用い
て表記すること、公表は匿名性を確保した形
で行われること、研究協力に同意した後でも
辞退は可能であることを、書面を用いて説明
して、研究協力への同意を得た。

Ⅲ　結　果

１　対象学生および対象学生が体験した実習
　の概要
　インタビューを行った看護学生は、A看護
大学３年次および４年次生８名と、看護師免
許を有する編入学生２名であった。
　対象学生が体験した地域看護学実習は、A
看護大学の所在地域、および、その周辺地域
の保健所、市町村役場、または、市町村保健
センターを実習場として、そこで展開される
保健活動（家庭訪問、健康教育、健康診断と

その事後指導、健康相談等）や保健医療福祉
関係者との連絡調整会議、住民グループ活動
に参加をするもので、実習期間は約10日間で
あった。また、編入学生２名以外は、地域看
護学以外の看護専門分野の臨床実習を一部
（精神看護学、老年看護学、小児看護学のい
ずれか）を除いてほぼ終えた状態で、地域看
護学の現場実習を行っていた。

２　対象者が保健師活動の特性を理解するこ
　とができたと実感した場面の概要
　インタビューの中で、対象者が保健師活動
の特性を理解することができたと実感した場
面としては、①障害者や特定の疾病に罹患し
た患者・家族の集い、障害者や生活習慣病罹
患者、虐待が疑われるケースへの家庭訪問、
療育教室、子供の遊びの広場等の親子の集
い、子育て支援に関するセミナー、各種健康
診断等、保健師が住民に対する直接的なサー
ビスを関係者や住民とともに提供している場
面、②①のサービスの提供前後に行われた保
健師と関係者との打合せや準備・後片付けの
場面、③保健師と住民、関係者で開催された
保健活動計画の策定会議の場面、④実習学生
が参加する保健活動の説明を実習指導保健師
が行った場面、⑤保健活動参加後の実習学生
と実習指導保健師のカンファレンスの場面、
⑥①から⑤以外の場面（実習指導保健師との
雑談、保健師同士で相談している様子等）、以
上の６種類の場面があった。

３　看護学生が保健師活動の特性を理解する
ことができたと実感した場面における実習
指導保健師の「関わり」に関する概念と
「関わり」の過程
　インタビューの逐語録を分析した結果、対
象学生が保健師活動の特性を理解できたと実
感した場面における実習指導保健師の「関わ
り」に関して、１つの中核的概念と、その他
８つの概念が抽出された。
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　そして、抽出された概念について、実習指
導保健師の学生に対する「関わり」の過程の
構造化を試みたところ、１つの中核的概念に
向かって６つの概念が存在し、それらの７つ
の概念が帰結した後、互いに関連する２つの
概念が続いて存在していた。（図１）
　以下、中核的概念を≪　≫、その他の概念
を＜　＞で示す。各概念に関するデータは、
ゴシック体・小文字にて文頭にインタビュー
対象者のID番号を付けて示す。なお、データ
で前後の文脈がわかりにくい箇所は（　）の
中に言葉を補い、「…」は中略、文脈に直接
関係しない箇所は省いた。
１）中核的概念≪輪に入れる≫

　この概念は、実習指導保健師が、地域住民
や保健活動の関係者、保健師らで構成され、
展開されている保健活動の「場」に、その
「場」の構成員として学生を参加させること
を促すというものである。
　実習指導保健師は、２）以降に示す＜説明
しながら率直に語る＞＜雰囲気を和らげる＞
＜つなぐ＞＜背中を押す＞＜みせる＞＜ス
タッフとして扱う＞を行いながら、学生を保
健活動の≪輪に入れる≫ことを促していた。
そして、実習指導保健師は学生を≪輪に入れ
る≫ことをとおして、学生が活動に参加して
いる住民や関係者、保健師のそれぞれの目線
に立ち、活動の各参加者が体感または思考し
ていることを学生が共感し推察することがで
きるように働きかけていた。
【ID4】（療育教室の準備や受付を行っていた学生

に対して保健師が）「もう中（子供たちが遊んで

いるところ）に入って遊んでいいよ」って言われ

て…発達障害とかがある子たちだったので、はじ

めちょっとどうか関わっていいかわかんないんで

ちょっと戸惑う部分もあったんですけど…、ス

タッフさんと子供たちが関わっている中に自分

（学生）たちも一緒に入るみたいなふうにして入

れたんで…慣れているスタッフさんとかが（子供

に）「じゃあこれお姉ちゃん（学生）にあげて

ね」とか言って輪に入れてくださったっていうの

はありました。

【ID4】（遊びのひろばに学生が参加した際に）こ

の場ではみなさん（保健師やひろばのスタッフ）

が、なんていうかな、学生としてじゃなくて、ま

た遊びにきてねとかそんな感じで同じ目線で話し

てくれるし聴いてくださるっていう感じだったか

ら、だから一緒にやっているっていう感じがした

のかなと思います。…勉強に行っているというよ

りはほんとに一緒に遊びに行っているっていう感

じで

２）＜説明しながら率直に語る＞

　この概念は、実習指導保健師が学生に対し
て、学生が参加する、または、参加した保健
活動の説明を行う中で、保健師が捉えた活動
の対象像や対象との関わり、活動の経緯や現
状を率直に語るというものである。
　実習指導保健師は学生に対する説明の中
で、保健師と保健活動の対象者との関係性や
その関係に基づいて展開されてきた活動の様
子、そして、現在の姿を率直に語り、学生が
リアリティーを持って保健活動の展開や対象
の様子を理解することができるようにしてい
た。
【ID2】（重度の糖尿病で治療を拒否している住民

の家庭訪問の前に保健師が訪問対象者について）

「家の中とかちょっと埃たまっているかもしれな

いから…」って聞かされて、…、（訪問に行く車

中で保健師から）なんでその方に家庭訪問がはじ

まったのかっていう話を聞かされて、…、糖尿病

を放置しているっていうのをお医者さん（訪問対

象者の主治医）から（保健師へ）連絡がきたって

いうのと、…、向かいの家の人が夜になっても灯

りがついてないなっていうのを見てそれを確認し

に行ったら（訪問対象者が）倒れてたっていうの

があって。…で、最初は（保健師が訪問対象者

へ）電話して「こうこうこういうわけだから

ちょっと訪問させてください」っていう話をして

行ったんだけど、鍵が開かない（訪問対象者が玄

関を開けてくれない）のよみたいな話を聞かされ
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て、…、でも（保健師が）根気強く（家庭訪問

に）行くようになったら、ちょっとずつ（訪問対

象者が）玄関開けてくれるようになって、…、み

たいな感じの話を聞きました。

３）＜雰囲気を和らげる＞

　この概念は、実習指導保健師が、保健活動
の「場」の新顔である学生を迎える住民（保
健活動の対象者）の緊張や、活動の「場」に
参加する学生の緊張を解して、その「場」を
和ませるというものである。
　実習指導保健師は、＜雰囲気を和らげる＞
中で、学生が保健師へ関わりやすいような関
係を築き、また、学生がリラックスして保健
活動の「場」に参加することができるように
していた。また一方で、「実習」という一時
的な参加者であり、保健活動の「場」に初め
て登場する学生を迎える住民に対しても働き
かけ、住民が学生を「場」に受け入れ、住民
側からも学生へ関わりやすくすることができ
るようにしていた。
【ID2】保健師さんがすごいラフな感じっていう

か、…（学生へ話す際に）方言とか交えてくれ

て、なんか学生との距離を縮めてくれようとして

くれたのがなんかわかって、…（保健師と）初め

て顔合わせをするとき、（保健師が）「私も学生

さんと同じ白のポロシャツ（実習時の服装）にし

てきたの」とか言ってくれて、なんか学生を迎え

入れてくれるというか…

【ID1】…（家庭訪問時に対象者へ）「今日学生さ

んがいるのでよろしくお願いしますね」って言っ

て、でもそのあとはわりとむこう（訪問対象者

の）気持ちをほぐすじゃないですけど、…「こな

いだ奥さんどう？」とか、例えば、（訪問対象者

が）成人の方だったら稲、畑の話から入ったり

（話を始めたり）とか、というところで空気（そ

の場の雰囲気）をよくしてくれる…

４）＜つなぐ＞

　この概念は、実習指導保健師が、保健活動
の「場」の新顔である学生と、活動の「場」
の構成者である住民や関係者との間を取り

持って、両者の関係づくりを促すというもの
である。
　実習指導保健師は、この＜つなぐ＞をス
ムーズに行うために、学生を「場」の構成者
に紹介するだけでなく、住民・関係者の間に
学生を座らせる等、「場」に参加する学生の立
ち位置に配慮したり、両者が話しやすいよう
な言葉かけを行ったりしていた。
【ID1】最初はやっぱり（家庭訪問で対象者のお

宅へ訪ねた際に対象者へ）「学生さんが今日いる

のでいろいろ話してあげてね、みたいな。…保健

師さんは（訪問対象者と）顔見知りだから、（学

生の）一言目がうまく出るようにいい空気づくり

をしてくれたりとか…

【ID4】…カンファレンス（保健事業実施前のス

タッフの打合せ）の場に学生も連れてってもらっ

て…ひとまず（学生が）挨拶をしてスタッフさん

が集まってきたところで（保健師が）「そこの椅

子出して（学生も）座っていいよ」って言ってく

ださって、それもちゃんと（スタッフが座ってい

る）円の中に入れて（保健師がスタッフと学生の

間に入って）一緒に話してくださって、（スタッ

フの）後ろとかじゃなくって…

５）＜背中を押す＞

　この概念は、実習指導保健師が、学生が主
体的に保健活動の参加者（住民・関係者・保
健師）と関わったり、活動の対象への支援を
学生自ら提供したりすることができるように
学生を促すというものである。
　実習指導保健師は、この＜背中を押す＞こ
とで、看護専門職としての対象との関わりや
看護サービスの提供を学生が体験することが
できるようにしていた。
【ID9】（神経難病の患者会にて）最初に問診を

とったり血圧を測ったりするんですけど、それ

を、問診は保健師さんが聴いているところを見学

させてもらってて、そのあとに血圧を測るときに

（保健師が参加者へ）「学生なのでさせてくださ

い」って言って、なんかそういう関わりをもてる

ように、なんかそういう（学生が参加者と関わ
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る）時間っていうか、そういう（学生が参加者と

関わることができる）きっかけみたいなのはつ

くってくれました。…保健師さんの方から「じゃ

あ血圧測ってもらおうかな」っていう感じで声を

かけてもらえたので…

【ID1】（住民のグループ活動に参加する際に）最

初は（会場の）端のほうで眺めてて、（保健師が

学生に対して）「もう、ここ座りな」っていう感

じで「もっと話しな」みたいな感じで、どんどん

誘導してってもらって、（住民が座っている場所

の）真中に入れてもらって、それで座ったら（住

民から）「どっから来たの？」とかいろいろ話し

かけてもらうみたいな感じでした。

６）＜みせる＞

　この概念は、実習指導保健師が、保健活動
が展開されている様子や、保健師・住民・関
係者のやりとりのありのままを学生に見せる
というものである。
　実習指導保健師は、学生を保健活動の「場」
に参加させて、学生が「場」の構成者と関わ
ることができるようにするだけでなく、保健
師が行っている対象への支援や、やりとりの
実際を積極的に学生に見せて、専門職として
の保健師の思考や行為を推察させ、また、対
象者・関係者の実像が理解できるようにして
いた。
【ID5】（乳幼児健康診断が終了した後のスタッフ

カンファレンスで、保健師を含めたスタッフが）

まずなんか今日のよかった点、悪かった点とか必

ず言って、じゃあ次（次回の健診）はこうしよ

うっていうのがあって、あとちょっと気になった

子（健診を受診した児）とか気になった人（児の

保護者）みたいな、名前をずらーっとあげていっ

たりして、そこから今度じゃあこの人に働きかけ

なきゃね、みたいな話もされていたし…次もっと

良くするにためにはなんだろうっていう話もあっ

たし…

【ID9】食育のネットワークの話（住民代表者・

保健師・関係者との会議）とかにも（学生が）参

加させてもらって、すごいみんな（住民代表者・

保健師・関係者）グループで結構ディスカッショ

ンじゃないですけど、ものすごい意見を言い合っ

たりとかして、こういう計画（食育に関する活動

計画）立てるのにも、意見出し合ってからじゃな

いとすごいいいものができないっていうか…

７）＜スタッフとして扱う＞

　この概念は、実習指導保健師が保健活動の
展開場面において、学生を「実習生」として
扱いながらも、活動に従事する一人の「ス
タッフ」として学生を扱うというものである。
　実習指導保健師は、学生を＜スタッフとし
て扱う＞ために、保健活動の展開に必要な仕
事（会場設営、参加者の介助、レクリエー
ションの実施等）を学生に割り当てたり、学
生に割り当てた仕事や、活動に参加した対象
に対する学生自身の考えを引き出すようにし
たりしていた。また、これをとおして、学生
が看護専門職としての思考を働かせながら、
活動の「場」に参加できるようにしていた。
【ID4】（療育教室の遊びの際に学生が何をやれば

よいのか）どうしよ、どうしよって悩む場面はな

くて、むしろ（学生が保健師へ）なんか言う前に

「じゃあこっち来て片付けて」とかっていう指示

をくださったので、ほんとやりやすかったです。

…（教室終了後のスタッフカンファレンスで保健

師やスタッフが参加した子供の）一人一人のこと

について言って（状態を話し合って）いて、で、

（保健師が）「学生から見てどうだった？」って

いうふうな質問もあったので、そこから（参加し

た子供の状態についての）話が（保健師やスタッ

フの間で）ひろがるっていう感じもあったので、

ほんと中に入って学べたっていう感じがしまし

た。…（学生が）ひとりのスタッフとして（療育

教室に）いるよう、いるっていうかそんなように

感じました。

８）＜学生に語らせる＞

　この概念は、実習指導保健師が保健活動終
了後に、学生に活動に参加した率直な感想を
発言させるというものである。
　この概念は、前述の中核的概念≪輪に入れ
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る≫とそれを取り巻く６つの概念の後に、
９）に示す＜本音で語る＞とともに出現して
いた。
　実習指導保健師は、まず学生に保健活動に
参加して得た率直な感想を＜学生に語らせる
＞ことを行ってから、それを受けて、＜本音
で語る＞ことを学生に行い、活動に参加して
いた対象像や、活動で発揮されていた保健師
の機能の理解へと学生を導いていた。
【ID9】（保健事業終了後の指導保健師と学生のカ

ンファレンスにて）カンファレンスはなんかそん

なにかしこまった感じではなくって、（保健師が

学生に対して）「なんか今日どうだった？」みた

いな感じで「じゃあ一人ずつなんかあったら言っ

てもらおっかな」みたいな感じで一人ずつ話しま

した。

【ID4】（実習中）毎日（学生が参加した）事業が

終わった後にカンファレンスをして、そのときに

みんなそれぞれ感想を言うんですけど、なんかは

じめのほうは保健師さんの仕事というよりは、な

んか事業自体に目が向いていてみんなの感想もこ

の事業はこういうことがあってこう思ったってい

うふうな、…、なんかそのみんなが感想言い終

わった後に、（保健師が学生に対して）「じゃあ

保健師の役割は気付けた？」っていうふうに聞い

てくださって…

９）＜本音で語る＞

　この概念は、前述の＜学生に語らせる＞を
受けて、実習指導保健師が学生に対して、保
健活動の問題点や活動を展開していく中で生
じる困難、保健師が抱く対象へのおもいや願
い、保健師としてのやりがいや苦労を率直に
話すというものである。
　実習指導保健師は、保健活動に参加した率
直な感想を＜学生に語らせる＞ことを行って
から、学生に＜本音で語る＞ことを行い、複
雑な社会の中で生じる問題や、保健活動を
行っていく上で発生する困難に対して、どの
ように対処しているのか、保健師の思考や行
動を学生がイメージ化できるようにしていた。
【ID6】（アルコール依存症の夫とその妻への家庭

訪問終了後の役所へ帰る車中で）…旦那さんが暴

れてどうしようもないときがあって、そのときは

保健師は女だから一人や二人じゃどうしようもな

い（夫の暴力を制止することはできない）から、

男の（役所の）職員を呼んでとめてもらったみた

いな感じで（保健師が学生へ）言ってたり（訪問

対象者の経過を説明したり）とか…、で、そうい

図１　看護学生が保健師活動の特性を理解した場面における実習指導保健師の「関わり」の過程

≪輪　に　入　れ　る≫

＜雰囲気を和らげる＞

＜説明しながら率直に語る＞

＜スタッフとして扱う＞
＜背中を押す＞

＜学生に語らせる＞ ＜本音で語る＞

＜みせる＞

（時間の軸）

＜つなぐ＞
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うとき（夫が暴力的になった際）の対応策につい

ても（関係者と保健師が）話してるんだ（相談し

ている）みたいな、（夫が暴力的になっている時

に）奥さんをどこに避難させるとかさ、（実際

は）難しいんだよねとか、まあそういう話をした

りとか…。

【ID5】（脳卒中後遺症の患者会に）参加する前

に、（保健師から）「この人たち（会の参加者）は

こういうグループです」って話を聞いて、で、今

までちょっとやってたもの（会の様子）を見たん

ですよ。…その指導者さん（患者会の担当保健

師）自体、なんか（患者会の運営に）迷ってて、

どうしたらもっと（会が）活性化できるかみたい

な（ことを学生へ話した）…

Ⅳ　考　察

　看護学生が保健師活動の特性を理解するこ
とができたと実感した場面における実習指導
保健師の「関わり」の概念と、抽出した概念
を構造化した結果から、実習指導保健師の看
護学生に対する「関わり」の特性について、
次の２つが考えられた。

１　看護学生の学びに対するモチベーション
や主体性を引き出す「関わり」

　本研究では、実習指導保健師は看護学生を
保健活動の≪輪に入れる≫、つまり、看護学
生が保健活動の「場」に加わり、住民や保健
師、活動の関係者とともに保健活動を展開す
る「場の構成者」となるように看護学生を導
くことで、学生の保健師活動の特性に関する
学びを促していた。
　更に、実習指導保健師は、看護学生が保健
活動を展開する「場の構成者」に、スムーズ
に加わることができるように、＜説明しなが
ら率直に語る＞ことで学生が参加する「場」
の構成者やその「場」でおきていることをイ
メージ化させたり、＜雰囲気を和らげる＞こ
とで学生と活動の対象者の緊張を解して「場」

の新顔である学生をスムーズに迎え入れるよ
うにしたり、＜つなぐ＞＜背中を押す＞こと
で、学生自ら「場」に入って活動の一端を担
うことができるようなきっかけづくりを行っ
たりしていた。
　富田らは、実習指導保健師の「具体的でわ
かりやすい説明」「現場保健師による過度な
期待がない」等の指導手法が、看護学生の地
域保健活動の関心度を高めることを指摘して
いる

7）

。本研究では、実習指導保健師の関わり
として＜説明しながら率直に語る＞＜雰囲気
を和らげる＞が特定されているが、これらの
実習指導保健師の関わりは、富田ら

7）

が指摘し
ているように、看護学生の保健活動への関心
度を高めることに作用するとともに、学生の
緊張を解して、学生の個性やこれまで培って
きた看護職としての能力を発揮しやすくする
ことへも作用するものと考える。また、実習
指導保健師は、＜説明しながら率直に語る＞
＜雰囲気を和らげる＞とともに、＜つなぐ＞
＜背中を押す＞ことで、学生が保健活動の
「場」の中で看護の対象との関係づくりや看
護サービスの提供を行うことができるように
していたことから、学生に対して一方的に学
びの「場」や「機会」を与えるのではなく、
学生の現場実習に対するモチベーションを高
めて、学生自ら主体的に学ぶことができるよ
うに働きかけていたと考える。
　更に、それらの働きかけは、看護学生に対
してだけではなく、保健活動の「場」の構成
者である住民や関係者に対しても行われてい
たことから、学生側、住民・関係者側の双方
が互いに関わりあうことができるようにして
いたと考える。これは、実習指導保健師が≪
輪に入れる≫ことで保健活動の「場」に学生
を位置付けるとともに、その「場」で学生と
住民・関係者の間で相互作用がおこるよう
に、両者を取り持つ仲介者となっていたと考
えられる。
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２　看護学生との「共同注視」
8）

を促す「関わ
　り」
　本研究では、実習指導保健師は≪輪に入れ
る≫ことで、看護学生を保健活動の「場」の
構成者（住民、関係者等）となるような「関
わり」を行っていた。また、この≪輪に入れ
る≫ために、学生に保健活動が展開されてい
る様子や、保健師・住民・関係者のやりとり
のありのままを＜みせる＞こと行ったり、学
生を＜スタッフとして扱う＞ことを行ったり
していた。これらのことから、実習指導保健
師は、看護学生を保健活動の単なる「見学
者」として扱ったり、ある一つの切り取った
場面の中で看護の実践を学生に体験させたり
するのではなく、過去から続いて現在に至っ
ている保健活動の「場」に学生を引き入れ
て、活動の文脈の中に学生を位置付けた上で
看護の実践が行えるようにしていたことがう
かがわれる。そして、看護学生が看護専門職
としての保健師の思考・判断や行為を具体的
に推し量ることができるようにしつつ、学生
自身も思考し、判断して、看護を提供するこ
とができるようにしていたことがうかがわれ
る。
　更に、実習指導保健師は、保健活動終了後
に、保健活動に参加した率直な感想を＜学生
に語らせる＞ことを行ってから、学生に保健
活動の問題点や困難等について＜本音で語る＞
ことを行うことで、専門職としての保健師の
思考や判断、保健師が発揮する機能、看護の
対象の理解を促していた。これらのことか
ら、実習指導保健師は、保健活動に参加する
中で学生が思考し、判断し、実施した行為に
ついて、学生自身が抱いた「感想」をきっか
けとして振り返らせ、そして、学生が活動に
参加した際には認知することができなかった
事柄を具体的に示して、活動が展開されてい
るその「場」や活動の文脈の中で「看護職と
してどのように考えたらよいか？どうしたら
よいのか？」といった看護職としての思考を

学生なりに働かせることができるように促し
ていたと考えられる。
　佐伯は、状況的学習論からみた看護の学習
について論じる中で、「共同注視」

8）

の重要性を
指摘している。佐伯は「共同注視」を「Aと
いう人がXというものをみているときに、Bと
いう人がAを見て、Aの目を見てその視線を追
い、AがXを見ているということを認識し、そ
してBもまた同じXを見る、つまり視線を対象
の世界で結合させるということ」と説明し、
更に、「共同注視」によって、互いに実践して
いるという共感が広がること、また、相手が
やろうとしている意図を推察できるようにな
り、時間的な流れが読み取れるようになると
述べている。

8）

本研究で特定された実習指導保
健師の「関わり」は、看護学生と実習指導保
健師との「共同注視」

8）

を促すものであり、こ
れによって、保健師が捉えた看護の対象像や
保健師としての思考・判断、保健活動実践上
の困難や課題を学生と保健師で共有し、その
上で学生は、看護的な思考を働かせて看護の
実践を保健活動の「場」の中で行い、保健師
のとしての専門性や技能に関する学びを深め
ていったと考える。

Ⅴ　研究の限界と今後の課題

　本研究における実習指導保健師の「関わり」
の過程は、すべて、看護学生が保健師活動の
特性を理解することができた場面から抽出し
たものである。そのため、「理解することがで
きなかった」といった反証的な場面がほとん
どみられず、反証データによって検証を行う
ことが困難であった。このことから、反証
データを加えて抽出した過程を検証する必要
がある。また、本研究のインタビュー対象者
は、すべて同一の看護系大学在籍者であるこ
とや、地域看護学実習終了からインタビュー
を行った期間について、対象者間で差がある
ことから、複数の看護系大学在籍者を対象者
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とすること、インタビューを行う時期につい
て、地域看護学実習終了時期を考慮して、対
象者間で差がないようにすること、以上が本
研究の今後の課題である。
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